
（4）審査結果について：まつぶし緑の丘公園 

 

（ア）一次審査（20 点満点） 

審査基準、審査項目（指定管理料等の見積り、指定管理者管理運営状況、申請内容と現況調書の比較（供用

日や供用時間）、埼玉県内に本店のある団体への加算）に基づき、資格・書類審査を実施しました。 

 

（イ）二次審査（100 点満点） 

プレゼンテーション及び選定委員によるヒアリング等による審査を実施しました。 

 審査項目 配点 北葛飾郡松伏町 

－ 一次審査（書類審査） 20 16.5 

1 基本的な考え方 15 13.0 

2 効果的かつ確実な管理運営 20 16.3  

3 効率的な運営 10 7.4  

4 応募者の経営基盤 10 10.0  

5 緊急事態への対応 15 13.4 

6 SDGs に配慮した運営 10 7.9  

7 公園の特性を活かした管理・運営 20 15.3  

 合計点 120 99.8  

※ 合計点は各選定委員の合計点を平均した点数のため、各審査項目の平均点数を合計した点数と異なる

場合があります。 

 

（ウ）選定理由 

・ 植栽管理や景観整備に工夫がみられ、子ども連れも含めた多様な利用者が楽しめる環境が整備され

ている点が評価できる。 

・ 多様な関係者（ＪＡや地元学校等）など、地域との積極的な関わりを持ちながら、継続的に各種イベ

ントを開催しており、地域や県民に愛される公園づくりが評価できる。 

・ 利用者の飲食需要に応えるため多様なキッチンカーの誘致や、新たに実施する公園資源等販売事業

などの自主事業の提案は、公園の魅力を高める施策として期待できる。  



（参考）選定委員の主な意見 

団体名 意見 

北葛飾郡松伏町 

  地域の資源を生かしたイベントの実施や、景観の整備など公園利用

促進のための工夫が見られ、公園の魅力を高める施策として期待で

きる。 

  公園資源等販売事業は新たな取組として評価できる。単に植物を販

売するだけはなく、その管理方法も含めることで、公園の価値や公

園職員のモチベーションアップにもつながることが期待される。 

  地域団体や教育機関とよく連携し、声を拾う努力がなされている

る。 

  各種イベントが充実している分、イベント等の広報が弱い印象を受

けた。県営公園なので、埼玉県民への情報提供に加え、隣接する県

外の方々にも広く参加いただけるような広報の工夫があってもよ

い。 

  飲食を求める利用者の声が多い中でキッチンカーの誘致だけでは

なく、利用者の飲食需要に応えられるように引き続き利用者アンケ

ートなどで対応を検討する必要がある。 

  水質改善について、周辺の高校の部活動や、大学のサークル活動な

どと連携し、アイディアコンテストなどを行って、水面が広いこと

を活用した改善方法の提案、導入を検討いただきたい。 

  ゲリラ豪雨など昨今の異常気象による調整池の増水が懸念される

が、緊急時の利用者の安全確保や駐車場等を含めた園地の増水対策

などについても今後さらに検討していただきたい。 

 


